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運転概要
　2012 年度，電子陽電子入射器は 4 月 2 日にビーム運転
を開始し，PF と PF-AR 放射光施設への入射も 9 日，10 日
にそれぞれ開始した。小さな障害を除いては 7 月 2 日まで，
順調に運転を行うことができた。SuperKEKB に向けたビ
ーム研究開発が増えることが予想されており，運転時間を
より効果的に利用するためもあって，今期からビーム研究
開発を火曜日から水曜日に移すことになっていた。このほ
とんどの水曜日を，PF でのハイブリッド運転の期間を除
いて，RF 電子銃を中心とした入射器の研究開発に有効に
利用した。
　入射障害については，マイクロ波源の軽微な故障数件
と非火災報の他に，入射器と PF の入射タイミング同期に
関わるものが見つかった。2010 年までは KEKB 向けの電
子・陽電子を供給するために，マイクロ波の周波数として 
2856 MHz，571.2 MHz，114.24 MHz（それぞれ 5 逓倍の関
係がある）を使用し，PF 入射には，この内 114.24 MHz と 
PF 旋回周波数の偶然の同期を見つけて入射を行なってき
た。もしも，この 2 つの周波数が整数関係に近くなると偶
然の同期がなくなり，入射ができなくなる。SuperKEKB 
に向けてはいくつかの事情により，他の周波数を追加する
ことが予定されており，入射器と SuperKEKB との共通周
波数 10.39 MHz を基本と考えて入射を行うことも考えら
れている。そのため，5 月初めに同期機構を 114.24 MHz 
から 10.39 MHz に変更した。その後気温が上がり，5 月末
に PF の建物，さらにはリングの軌道が膨張し，周長補正
により旋回周波数が低くなった際に，それらの 2 つの周波
数が整数に近い関係となって，入射ができなくなってしま
った。
　このことは事前のシミュレーションが十分でなかったた
めに起こったことであり，当面は入射器の周波数を変更す
ることで逃げることにした。しかし，SuperKEKB と PF は
独立の周長補正が必要なことと，SuperKEKB の入射同期
機構の条件の厳しさから，同時入射向け同期機構の複雑さ
を再認識させられることとなった。ダンピング・リングも
含めた入射機構は KEKB での同時入射に比べると格段に
複雑となるので，担当者を増やして検討を進めることとし
ている。

震災復旧
　震災の後，昨年 6 月から入射器の 8 セクタのうち終段の 
3 セクタのみを使用して PF と PF-AR への入射のためのビ
ーム運転を継続してきたが，震災による架台の損傷やずれ
は大きく，ミリメートル以上のアライメントのずれがわか

ってきている。PF と PF-AR への入射は条件が緩いために
どうにか継続しているが，SuperKEKB への低エミッタン
スビーム入射には，0.1 mm に近いアライメント精度が必
要となる。今年度後半には SuperKEKB に向けた加速器装
置の設置も始まるため，夏の停止中にはアライメント作業
を行うべく準備を進めている（図１）。ビーム・シミュレ
ーションと比較しながら，時間的，経済的に成り立つ修復
の方法を探っているところであるが，まずは過去に利用さ
れたことのある，レーザーと光検出器を組み合わせた長基
線アライメント・システムを立ちあげ，加速ユニット架台
の設置を進め，さらにレーザー・トラッカーによる測定で
架台上のコンポーネントの位置の確認や，アラインメント
計測の精密化が可能かの検討等を行っている。並行して加
速器装置の修復，改修も進められており，PF，PF-AR の
運転を維持しながら，今年度から再来年度にかけてさまざ
まな装置が導入，設置される予定である。

建設とビーム開発研究
　加速管準備室や A1 電子銃室拡張，ダンピング・リング
等，施設の建設作業は順調に進んでいる（図 2）。
　毎週水曜日のビーム開発研究の時間には，さまざまな研
究課題が遂行されている。さらに，PF と PF-AR の実験が
終了した 6 月 30 日から 7 月 2 日の週末は入射器の研究開
発専用にさせていただき，多数の研究課題を実行すること
ができた。一昨年から進めている SuperKEKB に向けた低
エミッタンス RF 電子銃の開発についても複数の試みが行
われた。
　電子銃カソードの長期安定性を期待して，これまでホウ
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加速器第五研究系主幹　古川　和朗

図 1　震災を受けた架台を修復しながらアライメントを進めて
いる。
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図 2　ダンピング・リングの工事も順調に進んでいる。

化ランタンを試していたが，さらに 4 月からはイリジウム・
セリウムを試し，安定性と量子効率の双方に良い結果が得
られ始めている。量子効率は 10−4 程度が得られ，表面の
回復も通常のレーザー照射で十分と思われ，長期にわたっ
て安定に電子を得られるのではないかと期待している。並
行して，レーザーの開発も進め，Nd:YAG の 4 倍高調波で
ミリジュールを超える出力を得ている。さらに，5 月から
はレーザーの斜め照射光学系を設置し，それらの調整を進
めた結果，電子銃直後で 5 nC，入射器終端部で 4.4 nC を
得ることができた（図 3）。電流としては SuperKEKB の仕
様に近い値が得られたことになり，2014 年度の運転開始
には十分であると思われる。電子銃自体の開発課題もまだ
多数残されているが，今後低エミッタンス・ビームの輸送
にも研究開発が移っていく事になる。
　年度内には長期運用の経験と S バンド・シングル・バ
ンチ入射を兼ねて，RF 電子銃による PF 入射を計画して
いるが，その試験も行なわれ，まだ理想的な条件ではない
が 0.7 mA/s の入射効率を得ることができた。
　インドの可変エネルギー・サイクロトロン・センター

（VECC）から研究者を迎えて更新を進めていた，ビーム・
ワイヤ・スキャナについても，ひとまず開発を終了するこ
とができ，老朽 CAMAC 回路の VME への移行，同時入射

図 3　RF 電子銃から得られた大電流のビームを 4.4 nC で入射
器終端部まで導くことに成功した。カソード、レーザー，
斜め入射系などの精力的な開発の成果である。

図 4　ビーム・ワイヤ・スキャナによる RF 電子銃ビームのビー
ム・プロファイルとエミッタンスの測定。プロファイル
測定系はインドからの来訪研究者により更新された。

向けのビーム・イベント同期，二段階速度可変スキャン，
位置モニタ情報同期取得など，今後のビーム開発のために
必要な増強が行われた（図 4）。
　また，SuperKEKB 向けビーム位置モニタについての位
置精度評価試験，ファイバを利用したビーム・ロス・モニ
タの開発試験，ビーム軌道補正プログラムの評価試験など
多数の開発項目が実施され，それぞれ成果が上がっており，
今後入射器のシステム全体としての効果的なビーム供給に
繋げようとしているところである。
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光源リングの運転状況
　PF リングの 4 月の運転は，RF 高圧電源トラブルのため
RF3 台蓄積電流 430 mA で行われた。部品調達の都合によ
り，電源の修理は夏の停止期間に行うこととなり，それ
までは RF3 台による運転となった。5 月は連休後の 7 日に
PF リングを，10 日に PF-AR の運転を再開した。
　PF リングでは，5 月 18 日 17:19 に発生した 震度 4 の地
震にともない，RF がダウンし，ビームがダンプした。光
源棟地下機械室内の点検で 1 台の RF 高圧電源の碍子が破
損しているのを見つけた（図 1）。その電源をすぐに復帰
することはできないと判断し，RF2 台運転とすることを
関係者との協議で決定，250 mA に電流を制限してユーザ
運転を再開した。碍子の修理は，部品調達ができた 5 月
20 日（日）に行い，翌日 5 月 21 日（月） 9:00 から RF3 台
運転に切り替え，430 mA でのユーザ運転再開となった。
6 月 1 日 9:00 からは，Hybrid モードでの運転（6 月 7 日
9:00 まで）を開始した。RF 3 台運転のため，蓄積電流値
は 350 mA（MB 300 mA + SB 50 mA）に制限して行った。
6 月は，さらに多くのトラブルに見舞われ 5 回ビームダン
プが発生した。最初は 6 月 8 日 9:04 に起こった Channel 
Dump（BL-4）によるもので，原因は MBS（メインビーム
シャッター）が開かない状態になり，インターロックが動
作したためであった。リング内にて調査を行ったが，す
ぐに修復することが困難と判断し，関係者で協議した結
果 BL-4 を閉鎖とした。ビームシャッター故障の原因調査
および修復は夏の停止期間中に行うことにした。次は 6 月
12 日 22:54 に発生した。ダンプの原因は RF B1 の高圧電
源 IGBT 制御基板のサージアブソーバの一個が焼損し，イ
ンターロックが働いたためであった。その場で基盤の修復
は困難と判断し，A1，A2 の 2 台（B2 は電源トラブルで 停止中）蓄積電流値 250 mA で運転を再開した。翌日のマ

シン調整日に予備基盤と交換して，RF 3 台運転 蓄積電流
値 430 mA に復帰することはできた。3 度目のビームダン
プは，6 月 22 日 9:12 に発生した RF A2 系統のサーキュレ
ータの冷却水漏れによるものである（図 2）。震災以降サ
ーキュレータの冷却水漏れによるトラブルが頻発してい
る。修理や新規製作などで対応しているものの，トラブル
が多く綱渡りの状態が続いていた。今回は，電源故障で
停止していた B2 系統のサーキュレータと急遽交換するこ
とで対応し，何とか RF3 台運転を保持することができた。
その後 2 回 RF 反射によるビームダンプが起こったが，RF
は短時間で立ち上がり運転は継続することができ，6 月 29
日 9:00 に運転を停止し，夏の停止期間に入った。
　一方で，この期間 PF-AR は PF リングに比べて，大きな
トラブルは少なく比較的安定に運転され，6 月 29 日 9:00
に運転を停止し，こちらも夏の停止期間に入った。
　図 3 に PF リングと PF-AR の運転について，6 月 8 日

　光源の現状
　加速器第七研究系主幹　小林　幸則

図 2　 冷却水漏れを起こしたサーキュレータ（上図）。下図はサ
ーキュレータ内部の様子。

図 1　 5 月 18 日震度 4 の地震で破損した RF 高圧電源の碍子。
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図 3　PF リ ン グ と PF-AR の 蓄 積 電 流 値
の推移を示す。MS はマシン調整，
BD はビームダンプ，SD は寿命急
落を示している。

9:00~6 月 29 日（9:00 運転停止）までの蓄積電流値の推移
を示す。

PF 光源棟屋上断熱シートについて
　PF リングでは 1988 年頃から，日較差による建屋の変動
を押さえ，結果として電子軌道の安定化を図るため，PF
光源棟の屋上に断熱シートを敷き詰めている。この断熱シ
ートの一部が，3 月 31 日の強風によりはがれてしまった。

震災の影響で，新たに断熱シートを入手することが非常に
困難な状況にあったため，とりあえずはがれた断熱シート
をすべて集めて，応急処置的に止めた（図 4）。応急処置
が効いたのか，5 月 6 日に起こった突風では幸いにもはが
れなかった。今回は応急処置であったが，これから予算措
置をして新規に断熱シートを入手し，しっかりとした修復
を行う予定である。

図 4　PF 光源棟屋上断熱シート一部の破損（左は破損直後，右は応急処置後）。
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　放射光科学第一，第二研究系の現状
放射光科学第一研究系主幹　伊藤　健二

運転関係
　4 月中旬から開始された PF リングおよび PF-AR の 2012
年度第 1 期運転は，6 月 29 日午前 9 時に無事終了しました。
RF の部分的な不調もありましたが，ほぼスケジュールど
おり利用実験運転が行われました。
　第 2 期については，superKEKB ダンピングリング工事，
電子銃移設工事および superKEKB 用マシンスタディーの
ため，例年に比べて利用実験運転の開始が遅れます。すで
に Web 等でお知らせしているように，PF リングは 10 月
15 日，PF-AR は 10 月 19 日から利用実験運転を開始して，
12 月 21 日朝に停止することになっています。
　第 3 期の暫定的な利用実験運転のスケジュールとして，
1 月中旬から 2 月中旬までの 1 ヶ月が予定されています。
最終的なスケジュールは，2012 年 4 月以降の電力使用量
および電気料金の推移を考慮して，11 月中旬に決定して
皆さんにお知らせすることができると考えています。
　PF リングおよび PF-AR での利用実験の運転時間につい
ては，放射光利用研究を一定のレベルで推進するために年
間 4000 時間維持に努力してきました。しかしながら，こ
こ数年に亘る PF プロジェクト経費削減にはビームライン
実験装置の R&D および維持管理費の削減で対応してきま
したが，今年度はこれ以上の同上経費の削減は困難と判断
し，運転時間の切り詰めを行いました。ユーザーの皆さん
には，放射光利用研究を進めて戴く上でご迷惑をおかけす
ることにはなりますが，ご理解いただくようお願いします。
なお，リング立ち上げ日程の短縮，木曜日定例の光源マシ
ンスタディーを従来の 24 時間から 12 時間へ減らしていた
だくなどの御協力をいただき，利用実験枠の減少を最小限
にするよう努力しております。折しも来年度の概算要求の
時期ですので，PF でもなんとかプロジェクト経費の昨年
度並み復活を目指して努力しますが，ユーザーの皆さんの
ご支援もよろしくお願いします。特に，PF 利用成果を量
的質的に向上させ，広くアピールして行くことが経費復活
には非常に重要ですので，ご協力のほどよろしくお願いし
ます。

BL 整備計画の進捗状況
　ここ数年間にわたり PF では，挿入光源ベースを中心と
したビームライン整備を進めてきました。PF には 4 か所
の短直線部がありますが，そのうち 3 箇所にはショートギ
ャップ短周期アンジュレーターをベースとするＸ線ビーム
ラインが設置されていますが，BL-15 は最後の 1 か所です。
小角散乱・XAFS 複合解析用Ｘ線ビームラインの建設準備
作業として，すでに分光器，ミラーチェンバー，アンジュ
レーターなどの発注作業が始まっており，2013 年度夏の
シャットダウン中の設置作業を目指して準備が着々と進ん

でいます。
　軟Ｘ線領域については，PF リングの中長直線部を有効
利用することにより，競争力のあるビーム性能を実現す
ることができることから，ビームラインを中心に整備を
進めてきました。現在，PF-UA を中心としてユーザーの
方々のご理解とご協力を仰いでいるところですが，BL-2
については，長直線部を活かし，低エネルギー用挿入光源
の追加および分光ビームラインの更新により，50 eV から
4 keV までの光電子分光ラインを 2014 年度末に実現する
ことを提案させていただいています。BL-13 および BL-28
については，更新された BL を最大限に活かすべく，挿入
光源更新を 2015 年夏期シャットダウンに更新することを
目指します。
　XAFS 測定は，物質化学研究では欠かすことのできな
い手法で，PF では，BL-7C，9A，9C，12C，さらに AR-
NW2A，AR-NW10A で行われています。また，上述のよう
に BL-15A の新ビームラインでも XAFS 測定が行われます。
BL-9C では，XAFS 測定のほかに，小角散乱測定が行われ
てきましたが，2013 年 3 月を目途に XAFS 専用ステーシ
ョンとして運営することとし，BL-7C からは XAFS 実験
の撤退することとしました。限られたスタッフをより集中
して効率のよい支援体制を築くためですので，御理解をお
願いします。なお，BL-7C は，今後，Ｘ線発光実験をア
クティビティーの中心とするユーザーグループ運営ステー
ション化をユーザーの皆さんと検討させていただいていま
す。

人事関係
　PF 事務室で，長年働いていただいた高野幸子さんが 5
月末をもって退職されました。スタッフはもとより，お世
話いただいたユーザーの方々も多いと思います。今後とも
お元気で活躍されることを祈りたいと思います。高野さん
の後任として，6 月 1 日から渡辺ゆり子さん来ていただい
ています。仕事に慣れるまでにしばらくの間，ユーザーの
皆さんのご協力よろしくお願いします。
　PF に 10 月 1 日から 2 人の特任教員が着任されます。
KEK は，H24 年度から開始された文部科学省「創薬支援
技術基盤プラットフォーム事業」の筆頭機関（筆頭拠点長：
若槻壮市物構研副所長）ですが，その研究マネージャーと
して，湯本史明氏（現米国 UCSF 研究員）に特任准教授で
来ていただくことになりました。また，基盤 S「多自由度
放射光Ｘ線二色性分光による強相関系界面新規電子相の研
究」（研究代表者：東京大学藤森淳教授）の研究分担者で
ある組頭広志教授と一緒に研究をしていただく特任助教と
して豊田智史氏（現東京大学放射光連携研究機構特任助教）
に来ていただくことになりました。
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　ERL 計画推進室報告
　ERL 計画推進室長　河田　洋

はじめに
　前号からの 3 ヶ月間は ERL 推進に関しまして多くの委
員会があると同時に cERL の建設に関しましても目に見え
る形で急速に進展いたしました。それらの状況を報告いた
します。

各種の委員会等に関して
　前号でも報告した通り，放射光将来計画公開シンポジウ
ム（日本放射光学会主催，特別委員会運営）が 5 月 12 日
に開催され，KEK の ERL 計画と東北放射光施設計画が同
時に多くの研究者に紹介されました。その公開シンポジウ
ムを踏まえて「放射光将来計画特別委員会中間まとめ」が
既にホームページ上に公開されています（http://www.jssrr.
jp/tokubetsu/syourai/tyuukan_0523.pdf）。
　この中間まとめにありますように「東北放射光施設計画
は多数のユーザーの要望を満たす優れた光源計画であると
評価し，支援する。一方，KEK-ERL 計画は先端性を極限
まで追求する可能性を秘めたもので有り，cERL のテスト
運転に期待しつつ，ERL によって初めて実現するサイエ
ンスの議論を活発化し，引き続き ERL 計画の推進を強く
サポートする。」という形で学会からの期待とサポートを
頂いた次第です。既に，上記の将来光源利用サイエンスの
議論の場が 8 月 18 日に放射光学会の若手研究会として開
催され，多くのユーザーの皆様にご参加いただきました。

（http://www.jssrr.jp/tokubetsu/syourai/20120818.pdf）。
　6 月 12 日には，第 6 回 ERL 計画推進委員会を開催し，
cERL の建設状況の報告と，3 GeV-ERL の建設計画提案に
対する議論を頂きました。アジェンダ及び発表資料は以
下のサイトをご参照下さい（http://pfwww.kek.jp/ERLoffice/
committee.html）。総合討論の場において，cERL での加速
器要素の R&D を着実に進めていることに理解を頂いた上
で，「3 GeV-ERL を進めて行く」ためには以下の点を明確
にすべしとの貴重な指摘を頂きました。

１）  cERL で達成する課題と時期を明確にすべし。
２）  それを踏まえて 3 GeV 建設に進むシナリオを作るこ

と。
３）  加速器建設へ向けての具体的な戦略（予算とマンパ

ワーを含めたマイルストーン）を示せ。
これらのコメントを受けて，各担当者と確認をすると共に，
その内容の一部は下で紹介する 7 月 2 日，3 日の国際諮問
委員会での資料作成を行い，諮問委員会でご議論頂きまし
た。
　 昨 年 度 末 に ま と め た 3 GeV-ERL の Preliminary Design 
Report を 更 に ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ し，Conceptual Design 
Report （CDR）としてまとめました（http://pfwww.kek.jp/
ERLoffice/detabase/ERL%20CDR_0807.pdf）。その資料をベ

ースにして第 1 回の 3 GeV-ERL 計画に関する国際諮問委
員会を 7 月 2 日，3 日に開催しました。この諮問委員会の
役割は 3 GeV-ERL 計画の選択及びその進め方に関して評
価をいただくと共に助言をいただくことにあります。その
内容に関しましては別途 p.10 に詳述致しましたが，非常
に前向きな評価と同時に貴重なコメントを頂きました。詳
細はそちらをご参照下さい。
　現在，KEK 内の研究推進会議では 2014 年度からの 5 ヵ
年のロードマップの議論を精力的に行なっています。ERL
計画は大型計画のひとつとして取り上げられており，8 月
6 日に上記の諮問委員会での答申を含めて ERL 計画推進
の提案を行なっています。次期の KEK ロードマップに明
確に ERL 計画が記載されるように関係者の一人として努
力しておりますが，どうかコミュニティーの皆様からの強
い支援のメッセージを頂ければと存じます。
　一方，後で述べますように cERL の建設を急ピッチで進
めています。勿論 cERL は加速器要素技術の試験加速器で
す。しかし，一方でその加速器を用いた特徴あるサイエン
スを展開することは，ERL 計画の推進を加速させる大き
な要素となることは間違いありません。その観点から第２
回コンパクト ERL サイエンスワークショップを 7 月 30 日，
31 日の二日に亘って開催しました。99 名の方々の参加を
頂き，盛大にワークショップを行うことが出来たのは大変
嬉しい限りです。詳細は p. 47 に野澤俊介実行委員長の記
事がございます。また発表資料等は以下のサイトをご参
照 下 さ い（http://pfwww.kek.jp/ERLoffice/cerl_scienceWS/2/
program.html）。

cERL の建設状況
　ERL 開発棟内では日々種々の作業が進行しています。
しかしその中でも最も目に見えて建設が進展しているのは
放射線シールド建設です。今まで，開発要素の高い電子銃
や超伝導空洞に主な予算を投入してきましたが，放射線シ
ールドは，正に cERL 加速器を安全に運転するために必須
の建設物ですので，今年度末から電子ビーム運転を開始す
るためには，今，建設する事が必須です。昨年度に加速器
第七系の芳賀講師が中心となって設計を進め，複数年度契
約で昨年度末の 3 月から現場設置が開始されています。図
1 は 3 月から 6 月迄に至るシールド建設の様子を示す写真
です。現在は，ほぼ完全に天井蓋も設置され，最後の入口
等の部分にシールド設置を残すだけとなっています。9 月
には設置作業を完了し，その後，このシールドに取り付け
られるシールド内の照明設備や空調設備の設置を開始する
予定で進めています。
　また，前号に引き続き，入射部の超伝導空洞の組立が 5
月上旬に完了し，5 月に超伝導回りの温度センサーをはじ
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めとする数々のセンサー類の取り付け，そして 5 K のサー
マルアンカ板の取り付け，そして最後にクライオモジュー
ルへの挿入が無事に行われました。図 2 はクライオモジュ
ールに組み入れる前の超伝導空洞全体と，それが挿入され
たクライオモジュールとその組立を行なった加速器第六系
の加古准教授を中心とするメンバーです。そして 6 月末
ERL 開発棟の現場に設置する作業が行われ（図 3），その後，
加速器第三系の仲井准教授のメンバーで整備されている冷
凍設備（2 K コールドボックス）との接続が既に行われて
います。

　一方，組立が終了したクリーンルームでは，現在，主加
速部の超伝導空洞の組立作業が加速器第三系の古屋教授を
中心にして開始されており，組立を 9 月までに終了し，そ
の後現地に設置される予定です。
　以上の様に，ERL 開発棟では今年度末に電子ビームを
出すべく，現在着々と cERL の建設が進んでいます。

　ERL 国際諮問委員会報告

　昨年度末の第 2 回 ERL シンポジウムに合わせて 3 GeV-
ERL の Preliminary Design Report をユーザーの皆様に協力
頂き作成しました。それを更にブラッシュアップし，3 
GeV-ERL の CDR（Conceptual Design Report）としてまと
めた後，第 1 回の 3 GeV-ERL 計画に関する国際諮問委員
会を 7 月 2 日，3 日に開催しました。委員の先生方は以下
の 7 名の先生方です。

Ingolf Lindau (Stanford Univ.)(Chair) 
Thomas Tschentscher (Euro XFEL )
Kwang-Je Kim(APS)
Zhao Zhentang (Shanghai Synchrotron Radiation Facility) 
Jun-ichiro Mizuki (Kwansei Gakuin Univ.) 
Masahiro Kato (UVSOR) 
Alfred Baron (Riken)

　この諮問委員会の役割は 3 GeV-ERL 計画の選択及びそ
の進め方に関して評価をいただくと共に助言をいただくこ
とにあります。委員長に Ingolf Lindau 先生にお願いし，以
下のアジェンダで諮問委員会を行ないました。

Monday, July 2, 2012
08:50-09:00　 Introduction of the committee members
09:00-09:05　 Welcome (Y. Okada)
09:05-09:25     Charge to the review committee (H. Kawata)
09:25-10:25 　ERL Project Overview (H. Kawata） 
10:25-10:40　 Coffee break

図 1　2012 年 3 月から 6 月迄に至るシールド建設の様子。

MARCH

APRIL 

MAY 

JUNE 

図 2　クライオモジュールに組み入れる前の超伝導空洞全体（上）
とその組み込み作業を行った加速器第六系の加古准教授を
中心とするメンバー（下）。

図 3　超伝導空洞を搭載したクライオモジュールの現場への設置
作業。
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10:40-11:30 　Development of the ERL accelerator technology
　　　　　　Overview　(Y. Kobayashi) 
11:30-12:20　ERL science case overview (S. Adachi)
12:20-13:30　Lunch
13:30-16:30　Accelerator developments and science case  
 “Development of High brilliant electron gun”  
　　　　　　　　M. Yamamoto (KEK)
　　　　“Main linac developments toward 3 GeV ERL” 
　　　　　　　　K. Umemori (KEK) 
　　　　“Development of Injector Cryomodule for 3 GeV- ERL 
   project” 　　E. Kako (KEK) 
　　　　“X-ray FEL Oscillator as an extension of KEK ERL”
　　　　　　　　 R. Hajima (JAEA) 
　　　　“Prospects of dynamics in matter studied by x-ray
    photon correlation spectroscopy” 
  H. Nakao (KEK) 
　　　　“Time-resolved observation of inhomogeneous
　　　　 chemical reaction on the surface” 
　　　　　　　　K. Amemiya (KEK) 
　　　　“Prospects for inelastic x-ray scattering with XFELO”
　　　　　　　　K. Ishii (JAEA) 
16:30-17:30　Coffee break and Site visit of cERL(60 min)
17:30-18:00　“Summary of what we should do towards the
 　　　　　　3 GeV-ERL construction” 
  H. Kawata (KEK)
18:00-19:00　Discussion <Closed Session>

Tuesday, July 3, 2012
09:00-09:30　Discussion with project managers
09:30-10:30　Discussion <Closed Session>
10:30-11:30　Time for writing a preliminary report 
　　　　　　<Closed Session>
11:30-12:00　Summary presentation
13:30-14:00　Discussion with director general of KEK
　　　　　　　　(Ingolf Lindou, Jun-ichiro Mizuki)

答申の抜粋は以下の通りです。
Question 1 – Are the scope and strategies of the 3 GeV-
ERL project including the further upgrade of XFEL-O 
satisfactory as the future light source in KEK?
　3 GeV-ERL+XFEL-O の組み合わせた次世代放射光源は，
他の high-gain FEL と ultimate ストレージリングと相補的
な性能を有しており，今までにできなかった新しいサイエ
ンスを切り開く。したがって，KEK の次期光源計画とし
て論理的に最もふさわしい候補である。

Question 2 – The Science Case for the 3 GeV-ERL project.
A. Is the scope of the science case of the 3 GeV-ERL 

reasonable and also satisfactory?
B. Is the effort to brush up the science case enough?
C. Further recommendation for this item

　委員会は委員会で紹介があった 3 GeV-ERL サイエンス
ケースや CDR に記述されているサイエンスに関して，新
しいサイエンスが ERL で生み出されることを確信した。
そしてさらなるサイエンスケースの発掘のためのワークシ
ョップを開催していくことを勧める。またサブフェムト秒
への展開として紹介された EEHG の技術的可能性とその
サイエンスに関しても進めて行くことを勧める。

Question 3 – Development for accelerator technologies
A. Is the technical development for the accelerator 

components for the cERL sufficient?
B. Is there anything to check the technical problem in 

cERL before construction of the 3 GeV-ERL?
　コンパクト ERL の進展に強い印象を受けた。個々の要
素技術に関して進展しており，2012 年度末にビームを出
すことは問題ない。cERL の建設，運転することによって，
多くの加速器要素は確認され 3 GeV-ERL の建設に必要と
なるものが確立する。ただし，ビームの安定化に関してさ
らなる技術開発が必要である。

Question 4 – Construction of 3 GeV-ERL
A. Is the construction of the 3 GeV.ERL feasible under the 

R&D planning of accelerator development?
B. Further recommendations for this item.
　2012 年から運転する cERL 経験を生かして 2014 年度に
3 GeV-ERL の設計をまとめるという提案を支持する。その
設計を外部の評価委員を含めて進めて行くことを勧める。
今後行うべきリストが提示されているが，その具体的な予
算，マンパワーを含めた計画案を作成することを勧める。
また電子銃の開発に関しては，本計画建設と並行して長期
に開発を進めるという手順を支持する。2021 年に 3 GeV-
ERL の建設を終了するという計画は，それに必要はリソ
ースの投入が行われれば十分に可能である。
 
　現在，答申文を校正中です。公開できる状況になり次
第，下記のホームページに掲載する予定ですので，詳し
くはそちらをご覧ください（http://pfwww.kek.jp/ERLoffice/
detabase/ERL_AC/index.html）。

図 1　委員と関係者の記念撮影


